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＜病棟連絡事項＞
・来週の皮膚科は土井Dr不在の為、お休みです。
・診察室カーテン洗濯中です。

＜業務内容検討＞
・病棟日誌を今までBユニット深夜業務者が刷っていましたが日勤リーダーが最終確認後日誌を印刷する案がSGMよりありました。病棟全体で周知、検討お願いします。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・上村　枝美子様～東Bユニット1号室へ任意入院となる。

・鈴木　重雄様～東C4号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・小林　辰雄様～南病棟D204号室へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・小林　辰雄様～排便-6日の為GE（60）施行、反応便（+）
・小栗　健太郎様～主治医へ開放病棟転出に伴い入院形態変更依頼。
・戸来　栄一様～4/28～5/1まで臨時薬処方となる。
・沼山　真紀子様～自歯がぐらつく気がすると話し、当院歯科受診希望。
　医事に歯科受診予約中。

・下口　政子様～本人様より「銀歯がとれた」と。左下奥歯の詰め物が取れ
疼痛なし。しかし、口腔内は多量の歯石あり。
詰め物直すのだけであれば、当院の歯科にかかりたいと
医事に歯科受診予約中。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は迷惑行為頻回で、スタッフオフィスへ侵入する事もある。介入にも自制できず時間早め解放観察終了する。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中は不穏さや易怒性無く穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。10：00～16：00開放観察実施。開放中は帰宅願望が募り泣いていることある。母への電話で帰宅要求し、一時的に暴言あるがすぐに自制。ゲームをして過ごし、不穏さ無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・戸来　栄一様～自室で臥床して過ごし、朝食昼食とも食事を拒否し、話しかけにも拒否的な態度みられる。話しかけると的を得た受け答えはできている。

・澤口　利香様～採血拒否あり、主治医へ報告し明日内科医（船場Dr）へ相談し月曜日船場Dr指示のもと採血実施するようにと指示有り。

＜田名部Dr診察＞
・袴田　将志様～本人診察するも入眠されている。

・鈴木　達也様～臨時薬変更なく7日分処方となる。

・畑中　成夫様～毎日原稿すすめていると穏やかに話されている。処方内容変更無し。

・安達　貴浩様～環境に対する不満を述べられている。Bユニットにて、作業療法参加し気分転換図るよう主治医よりすすめられている。次回定期薬からロラゼパム中止となっている。　

・小笠原　久年様～キーパーソンの声は、ありませんと話されている。
臨時薬変更なく14日分処方となっている。

・藤井　孝蔵様～次回定期薬より、レバミピド中止、ファモチジン追加。

・小栗　健太郎様～青山荘入所に向け気持ちを整えていくよう話されている。
処方内容変更無し。

・若沢　理子様～幻聴は大丈夫ですと話されている。フルメジン糖衣錠3→2mgに減量。他同内容で処方となっている。

・小向　隆之様～ベッド脇に立っていろ、食事に毒が入っているといった幻聴あると話されている。ブロナンセリン中止、アリピプラゾール24→12に減量。レキサルティ追加、4/28よりリボトリール錠０．５ｍｇ 2 錠 朝夕　5日分処方となっている。左肩の疼痛訴えあり、レントゲン指示。

・立花　圭様～引き続き作業療法参加するよう話されている。処方内容変更なし。

・丹内　栄子様～処方内容変更なし。
	
	



＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　康子様～臨時薬同内容で7日分処方。
施設入所にあたり”他者と一緒に入浴できないと困難”と説明
され「裸になるのが怖いんですよ」と抵抗を示している。

・宮崎　宏之様～臨時薬同内容で7日分処方。

・清水目　忠男様～臨時薬同内容で7日分処方。
　　　　　　　　重度知的障害という背景、退院支援の方向性が示されている事
から、西病棟転出可能。

・下口　政子～臨時薬トリヘキシフェニジル4→2mg、Li600→400mg他同内容で7
日分処方。ゲーム機使用希望あり。持参したら利用可（病院内の
ルールを守り）。

・在家　喜代松様～臨時薬リスパダール0.5→1mg、他同内容で７日分処方。
今週のリモート面会で退院先を自宅or施設に決めてもらうように。
自宅なら一度は家族との電話で不要と話していたが、外出泊訓練
は必要だと伝えるように。

・川口　寶舟様～臨時薬リスペリドン中止、他同内容で７日分処方。
浮腫経過観察。本人は入院前から下肢に力が入りづらいと話す。　日中の活動促していくように指示。転倒注意。
DATスキャン指示あり。画像診断申込書は主治医記入依頼中。でき
たらFAXお願いします。
長男様へ架電して付き添いの可否確認。料金負担了承。入院が長
引くこと（入院当日２週間入院と説明受けたと思っていた）へや
や不満を呈したが、計画書では３ヶ月と記載ある事伝えると納得
あり。仕事の都合をつけて長男または長女付添い可能。

・村上　フジエ様～臨時薬同内容で７日分処方。

・山本　邦子様～幻聴に左右された異常体験や被毒妄想あり、臨時薬ラツーダ追
加他同内容で７日分処方。
嘔気時は経過観察（心理的な部分が大きいと思われる）、血圧高値
経過観察。
DATスキャン指示あり。画像診断申込書主治医記入依頼済。できた
らFAXお願いします。
夫様へ架電。料金負担了解あり。付き添い可能。

・加藤　祐二様～臨時薬ロラゼパム中止、他同内容で７日分処方。
就寝前薬は２１～２２時で服薬可能。
転出はいつでも可。

＜皮膚科診察＞
・清水目 忠男様～①両下腿～足　皮膚乾燥　掻痕、落屑著明
　　　　　　　　　 両下腿慢性湿疹→デルモゾールDP軟膏3本
②陰嚢～陰茎部　暗紅色　湿潤著明
陰股部湿疹→エキザルべ1本

・久慈 邦夫様～仙骨部　3×7の潰瘍　壊死組織部（湿黄緑色）
　　　　　　　 ゲーベンクリーム+ガーゼ保護。ゲーベンクリーム1本処方。

. 藤井 崇史様～頭部皮疹　軽快　同前処置。

・小栗 健太郎様～鼻先部に膿疱（+）同前処置。

・青木 昭弘様～特変なし。同前処置。

・藤井 孝蔵様～特変なし。同前処置。

・沼山 真紀子様～①頚部瘢痕漸次発赤減少　突っ張り感あり
　　　　　　　　 ②腹部は突っ張り感他掻痒感に変化　自覚症状なし。

・安達 貴浩様～①②特変なし。同前処置。

・若沢 理子様～瘢痕、色沈漸次軽快。同前処置。

・小笠原 久年様～特変なし。同前処置。

・澤口 利香様～①左内踝部　乾燥、痂皮、同前処置。
　　　　　　 　②左上眼瞼に軽微発赤、痒み（+）、経過観察

・水梨 孝純様～左踵皮弁切除。同前処置。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和5年4月27日　12：19　
　氏　　名：鈴木　重雄（すずき　しげお）様
　生年月日：昭和25年4月26日　73歳
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr（サポート医　深澤Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
1年前より物忘れが目立つようになり、八戸労災病院より抑肝散が処方となっていた。妻によるとやや症状は軽快されていたとの事。今月に入り、妻に対する物盗られ妄想から怒鳴ることがあった。また近隣住民へも早朝や晩に叫ぶことや事（失語で聞き取れない・脳出血による後遺症）や、「誰かが来る」と包丁を持ち出すこともあったとの事。4/17夜、自宅2階でブツブツと会話調の独語をしながら落ち着かず、懐中電灯を照らしで歩き回っていた。声をかけると「うるせぇ！警察を呼べ！」と声を荒げて威嚇するように怒鳴られ、恐怖を感じ近所の交番へ駆け込んだが交番は不在。10分程度待ったが誰も戻られなかったため、自宅へ戻ったが独語は続いていた。接触せず居間に
いたところ静かになったため様子をみていたが、突然2階から大きな音がし居間を出ると懐中電灯とダンベルがあり2階から落とした形跡あり。その30分後、自ら1階のトイレに降りて来て、穏やかな顔で「どうしたの？」と話しかけてきたとの事。その際、下半身は何も身に着けていなかった。その後2階へ行き、着替えをして0時には入眠した様子だが、本朝5時から部屋でゴソゴソと物を漁ったり落ち着かない様子だったとの事。はぼ毎夜幻覚と思われる症状からの行動化がみられている。妻様のストレスや介護負担から、入院での鑑別診断、専門治療を希望され東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

　
＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和5年4月27日　13：10
　氏　　名：上村　枝美子（うえむら　えみこ）様
　生年月日：昭和14年3月6日　84歳
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　R5.1.31階段から転落し八戸赤十字病院へ救急搬送。頚椎、肋骨骨折（知人談）にて同日手術となった。術後より、帰宅要求や辻褄の合わない言動、落ち着きの無さが認められ、同院からは退院すれば治ると説明を受けていた。R5年3月になってからリハビリ目的のため、八戸西病院へ転院となったが、同院でも「カメラに映されている」等妄想に左右されたような言動が認められていた。同院でも「退院すれば落ち着く」と説明しつつ高齢者支援センターミライフルを紹介していた。R5.4.21自宅へ退院となったが、発達障害の息子との激しい口論が絶えず、息子様も飲酒にてさらに易怒的となり、暴力行為や破損行為がある。退院後も、辻褄の合わない言動や幻視、また、被害妄想といった幻覚体験様の言動がある。服薬についても飲んでいなくても「飲んだ」と話し管理が出来ていない。子どもは同居の息子様のみ。息子様（上村勝幸様）は当院受診歴あり（診断書作成のみ）。末子であり上の姉妹は全員亡くなっていること、甥姪もいたが、甥姪らも亡くなり、その方々の夫や嫁が近しい親族となるとのこと。幼いころからの知人である上村様（同名）が二人（本人・息子様）の面倒をみていたが、対応に疲弊しr5.4.24センターへ相談に至っている。センターより高齢者支援センターミライフルへ情報提供。R5.4.25高齢者支援センターミライフルが本人宅を訪問し、状況確認をしている。自宅内はあちこちのガラスが割れており息子様が暴れている形跡あり。鑑別診断・専門治療・環境調整目的で東病棟Bユニットへ任意入院となる。

